







































































































































































































20 歳代 1 （0.7）
30 歳代 55 （36.9）
40 歳代 78 （52.3）




10 年未満 4 （2.7）
10 年以上 20 年未満 72 （48.3）
20 年以上 30 年未満 64 （43.0）




5 年未満 16 （10.7）
5 年以上 10 年未満 26 （17.4）
10 年以上 20 年未満 104 （69.8）




3 年以上 65 （43.6）
































300 未満 25 （16.8）











































1 糖尿病をもちながら生活する患者の生活とはどのようなものかを思い描き、患者が医療者にメッセージを出せるよう支援する 98.8 3
2 糖尿病をもちながら生活する患者の迷いや困難にとことん付き合おうと努力し、患者の信頼を得るケアをする 94.0 11 「とことん付き合う」に違和感がある　など
3 患者の身体と心の状態に敏感に反応し、患者と一緒になって前向きに努力する 92.6 9
「敏感に反応し」に違和感がある，「前向きに努力」
に違和感がある




5 糖尿病をもちながらも患者がより健康的で安寧に生活できるよう、その目標を患者を含んだチームで共有する 99.3 1
6 糖尿病をもちながら生活する患者の考え方や生き方を患者目線でとらえ、他職種に対し発信する 97.4 3
7 患者の権利擁護者として他職種に対しひるむことなく患者を代弁する 82.6 10
「患者権利擁護」が難しい，「ひるむことなく代弁」
という表現に違和感　など
8 看護師としての考えを他職種に的確に伝える 98.7 0
9 看護のはたらきかけが患者によい変化をもたらしたときは、その内容を論理的に他職種に伝える 96.0 3
10 他職種のもつ専門的知識や技術を積極的に求める 98.7 1
11 他職種と意見が対立した時、患者の安全および安寧の保証を第一に、相手の専門的立場の尊重とチームのバランスを考え調整する 99.4 1
12 看護師だからできる患者目線に立った糖尿病医療チームを育成していこうと意識する 95.9 5 「看護師だからできる」は強すぎる　など
13 チームとしてはたらきかけたことによって患者がよりよく変化した事実をメンバーに伝え、その喜びを共有しチームを盛り上げる 99.4 1
14 他職種を尊重し信頼関係を培う行動をとる 100 2
15 他職種の専門職としての熟達や成長を感じるときには、そのことを相手にフィードバックし信頼感を伝える 99.3 5 傲慢な印象を受ける　など
16 他職種が患者に行う指導場面がより効果的となるよう、他職種の力量を信頼できるときは、看護のスキルを具体におとしゆだねる 73.8 23
表現も内容も全体的に意味が分かりづらい，「具体
におとしゆだねる」とは何か　など
17 それぞれが最大限の力を発揮できるよう患者を含んだチームとして努力する 98.7 4
18 患者を含んだチームとして連携して取り組んでいこうとする意識を持ちつづける 98.7 2
19 患者を含んだチームメンバーは互いに同等なメンバーとして認め合う 99.3 2




































































































































1 そのまま採択 ① 糖尿病をもちながら生活する患者の生活とはどのようなものかを思い描き、患者が医療者にメッセージを出せるよう支援する
看護師としてのケアの姿勢
2 修正 ② 糖尿病をもちながら生活する患者の迷いや困難に看護師として辛抱強く付き合う努力をし、患者の信頼を得る努力をする
○ ③ 糖尿病をもちながら生活する患者の立場に立ちながらも専門的立場で冷静な判断を経てケアを提供する
3 修正 ④ 患者の身体と心の状態を敏感に感じとり、患者と一緒に考え取り組んでいく
4 修正 ⑤ 生活に重きを置きがちな自分の姿勢をかえりみ、生命に重きを置く医師の意見を求めるようにする　
医師との協働○ ⑥ 治療のリーダーである医師とのコミュニケーションを工夫し信頼関係を確立する
○ ⑦ 治療のリーダーである医師に、看護師である自身の力量を認めてもらえる工夫をしスキルアップにつとめる　






6 修正 ⑪ 糖尿病をもちながら生活する患者の考え方や生き方を患者目線でとらえ、チームに対し発信する
看護の専門性の表明
7 修正 ⑫ 患者の代弁者としてチームに対し積極的に発言し患者を擁護する
8 そのまま採択 ⑬ 看護師としての考えを他職種に的確に伝える
9 そのまま採択 ⑭ 看護のはたらきかけが患者によい変化をもたらしたときは、その内容を論理的に他職種に伝える
10 そのまま採択 ⑮ 他職種のもつ専門的知識や技術を積極的に求める
各専門性の相互活用と調整
16 修正 ⑯ 他職種が患者指導に使える看護のスキルを提供する
11 そのまま採択 ⑰ 他職種と意見が対立した時、患者の安全および安寧の保証を第一に、相手の専門的立場の尊重とチームのバランスを考え調整する
20 修正 ⑱ チームで分担する仕事の場合は個人の負担量を考慮する
13 そのまま採択 ⑲ チームとしてはたらきかけたことによって患者がよりよく変化した事実をメンバーに伝え、その喜びを共有しチームを盛り上げる
チームのモチベーションの
維持と向上14 修正 ⑳ チームメンバーを尊重し信頼関係を築き上げていく行動をとる
15 修正 ㉑ チームメンバーの専門職としての熟達や成長を感じるときにはそのことを相手に伝える
17 修正 ㉒ それぞれが最大限の力を発揮できるよう、チームの中に患者や家族も含め努力する
チームメンバーとしての
基本姿勢
18 修正 ㉓ チームは患者や家族も含め連携し取り組んでいこうとする意識を持ちつづける
19 修正 ㉔ チームメンバー間のみならず患者や家族を含め互いに同等なメンバーとして認め合う
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Creation of an original proposal for a practical index for nurses  
promoting team care for diabetes patients
Keiko Tasaki，Michiko Inagaki
Abstract
This study was carried out for the purpose of creating an original proposal for a practical 
index for nurses involved in team medical care for diabetes patients. We extracted 20 items for 
a draft for the practical index from previous study results and collected opinions and data on 
the level of agreement for each item based on responses obtained from 149 certiﬁed diabetes 
care nurses. 
As a result, the item content validity index (I-CVI) for 17 items was 90% or greater, and 
I-CVI for three items was less than 90% (82.6%, 73.8%, 64.4%). Based on the I-CVI and 
comments from nurses, we changed the expressions for 14 items and added six new items to 
create an original 26-item proposal. The 26 items were classiﬁed into eight groups, consisting 
of four items categorized as nurses’ stance on patient care, four items categorized as ability 
to clearly communicate opinions as specialists, three items categorized as cooperation with 
physicians, three items categorized as cultivation of patient-oriented team medical care, three 
items categorized as basic stance as a team member, three items categorized as maintenance 
and improvement of motivation as a team, four items categorized as mutual utilization and 
adjustment of individual expertise, and two items categorized as vitalization of team activities 
inside the medical facility.
The above results suggested that the original proposal for the practical index exhibited after 
the review of contents and expressions.
